
企業、大学、行政は、本来は目的が異なる存在 

三重県の現状と三重大学の社会連携の考え方 

地域社会と地域企業と地方大学の関係 



地域イノベーション学研究科の新設 （平成21年） 

地域産業界と連携した人材育成と技術開発に特化した大学院 

（時代背景） ＊構想した当時 

産業界では複数の最先端技術の融合に
よって新事業・製品が生み出されグローバ
ルに展開することが頻繁に起こっており、
三重地域圏の企業にも業界の変化に呼応
した経営改革（第二創業）が必要となって
いるが、現実には個々の企業における「研
究開発力の脆弱さ」と「人材不足」がその
障害となっている。 

地域産業界から「第二創業に貢献できる
高度人材の育成」と「第二創業の基盤とな
る新技術構築への協力」への期待が三重
大学に対してあった。 

地域産業界からの期待に応えるために
「地域イノベーション学研究科」を新設した。  

＊平成21年4月 

・共同研究による支援 
・高度人材の供給 

地域イノベーション学
研究科 

成長障害因子の克服 

地域の中小企業 
農業・漁業者 

成長障害因子 

地域企業・一次産業が抱える
成長障害因子を取り除くことで
新事業創造を実現させ、地域
発のイノベーションを誘発する。 



地域の課題解決に向けたワークフロー 

 自治体から依頼される地域
の課題に対して、RASCをワン
ストップとして大学教職員（研
究室）と連携し、そのノウハウ
を活用した政策提言（立案）
を行っている。 

 その後、自治体や産業界等
と連携して政策を実行し、地
域活性化を基本に据えた課
題解決の実現を図る。 

 三重大学は、地域自治体、産業界の全体を見渡した政策提言と政策実現のための施策（プロジェクト）
を提供する地域シンクタンクとして2011年4月に「三重大学地域戦略センターRegional Area Strategy 
Center : RASC（ラスク）」を設置した。RASCは、地域イノベーション大学を指向する三重大学の社会連携
の要として、地域活性化に資することを目的とした大学発のシンクタンクであり、大学が持つ知を活用し、
自治体、産業界等と連携して、地域が抱える課題に対しての政策提言および施策展開を行っている。 

三重大学地域戦略センターの設置 （平成23年） 


